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公示

「アグリ・ヘルス実用化研究促進プロジェクト」
に係る委託先の公募について

農林水産省農林水産技術会議事務局では、平成２２年度から実施予定の委託プロジェ
クト研究「アグリ・ヘルス実用化研究促進プロジェクト」について、平成２２年度の委
託事業を実施するに当たり、当該委託プロジェクト研究への参加を希望する企業・研究
機関等を一般に広く募ることにいたしました。つきましては、受託を希望される方は、
下記に従って提案書を提出して下さい。

、 、 、 、なお 本委託事業は 平成２２年度予算政府案に基づき公募を行っているため 今後
変更等があり得ることをあらかじめご承知おき下さい。

記

１ 事業概要
（１）事業内容

農業の持つ潜在力を発輝して、農業・農村の活性化を図り、我が国経済全体の
活性化につなげていくためには、農業分野から異分野、特に医療分野への展開を
進め、新しい産業・市場を創造していくことが非常に重要です。そのための方策
の一つとして、これまで蓄積されたゲノム情報や進展の著しいゲノム解析技術、
遺伝子組換え技術等を活用し、現在、微生物や動物培養細胞等を用いて生産され
ている医薬品・医療用素材等を、イネやカイコなど農作物・昆虫等を用いて生産
する技術の実用化が考えられます。
そこで、本プロジェクト研究では、農業分野から医療分野への展開の端緒とし

て、花粉症をはじめとしたアレルギー疾患等を対象に 「食べる医薬品」として経、
口免疫寛容を成立させる治療薬候補となる農作物（医薬品作物 、古くから外科手）
術の際の縫合糸に利用されるなど人体との親和性の高いカイコ絹糸を用いた人工
血管等の医療用新素材、カイコの有する高いタンパク質生産能力を活用した医薬
品等の生産の実用化を促進するための研究開発を実施します。

（２）事業期間（予定）
平成２２年度～２６年度（５年間）

（３）公募研究課題及び委託研究経費限度額
平成２２年度の公募研究課題は次の５課題です。なお、委託件数は公募研究課

題ごとに１件とします（研究課題を複数に分割しての契約は行いません 。。）

① スギ花粉症治療薬候補となるコメの開発
（研究内容）
スギ花粉症治療を対象として、経口免疫寛容の有効成分を白米部分に蓄積し、

当該有効成分の抽出等を行うことなく経口摂取が可能となるコメの開発及び医薬
品としての安定生産技術の確立、医薬品の承認申請に必要な動物実験等による有
効性・安全性評価及び治験を実施します。
（委託研究経費限度額） ３３７，９７６千円

② スギ花粉症以外の疾病治療薬候補となる農作物の開発
（研究内容）
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有効成分の継続的な投与で経口免疫寛容を成立させる方法で治療が可能と見込
まれる疾病（スギ花粉症を除く）を対象に、当該有効成分を生産・蓄積する医薬
品作物の開発及び医薬品としての安定生産技術の確立、医薬品の承認申請に必要
な動物実験等による有効性・安全性評価を実施します。
（委託研究経費限度額） ５０，０００千円

③ 絹糸タンパク質を用いた小口径人工血管の開発
（研究内容）
絹糸タンパク質を原材料に、小口径（口径６ 未満）人工血管の開発及び医mm

療用素材としての安定生産技術の確立、医療用具の承認申請に必要な動物実験等
による有効性・安全性評価を実施します。
（委託研究経費限度額） ４０，０００千円

④ 絹糸タンパク質を用いた創傷被覆材、角膜再生材料等新素材の開発
（研究内容）
絹糸タンパク質を原材料に、創傷被覆材、角膜再生材料等医療現場に利用でき

る医療用素材の開発及び医療用素材としての安定生産技術の確立、医療用具の承
認申請に必要な動物実験等による有効性・安全性評価を実施します。
（委託研究経費限度額） ３０，０００千円

⑤ カイコによるヒト・動物用医薬品の開発
（研究内容）
カイコの有する高いタンパク質生産能力を活用して、ヒト用医薬品及び動物用

医薬品の開発及び医薬品としての安定生産技術の確立、医薬品の承認申請に必要
な手続に準拠した方法で動物実験等による有効性・安全性評価を実施します。

（委託研究経費限度額） ９０，０００千円

２ 応募について
（１）応募資格（共通）

応募することができる者は、次の①から④までの要件を満たす必要があります。
① 応募者は、企業、研究組合、特例民法法人、独立行政法人、大学、地方公共
団体等の法人格を有する研究機関（※）であること。

② 応募時に、平成２２・２３・２４年度農林水産省競争参加資格（全省庁統一
資格）の「役務の提供等（調査・研究 」の区分の審査申請を行っており、契約）

（ ）締結時に平成２２・２３・２４年度農林水産省競争参加資格 全省庁統一資格
の「役務の提供等（調査・研究 」の区分の有資格者であること（地方公共団体）

。においては資格審査申請の必要はありません。）
③ 委託契約の締結に当たっては、農林水産省農林水産技術会議事務局から提示
する委託契約書に合意できること。

④ 原則、日本国内に研究開発拠点を有すること。ただし、国外機関の特別の研
究開発能力、研究施設等の活用あるいは国際標準獲得の観点から必要な場合はこ
の限りではありません。

＜複数の研究機関が共同して研究を行う場合の要件＞
以下の要件を満たす研究を統括する機関（以下「中核機関」という ）及び他の研。

究機関（以下「共同研究機関」という ）が共同してグループを構成し、応募するこ。
ともできます。その場合、それぞれの分担関係を明確にして、中核機関がグループ
を代表して応募するものとします。

、 、 。なお 中核機関は 研究課題の全部を共同研究機関に委託することはできません
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また、共同研究機関がさらに他の研究機関に委託（再々委託）することはできま
せん。
１）中核機関
上記２の（１）のほか、以下の要件を満たす必要があります。
① 本研究課題における研究開発責任者（プロジェクトリーダー）及び経理統括

責任者を設置していること。
② 本研究課題について、研究の企画立案及び進行管理を行う能力・体制を有す
ること。

③ 農林水産省農林水産技術会議事務局との委託契約に準拠した内容で共同研究
機関との間で委託契約を締結（以下「再委託」という ）できるよう、再委託契。
約に係る事務管理等を行う能力・体制を有すること。

④ 知的財産権の研究成果に関し、共同研究機関に特許等の取得を促すなど適切
な管理を行えること。

２）共同研究機関

① 企業、研究組合、特例民法法人、独立行政法人、大学、地方公共団体等の研
究機関（※）であること。

② 原則、日本国内に研究開発拠点を有すること。ただし、国外機関の特別の研
究開発能力、研究施設等の活用あるいは国際標準獲得の観点から必要な場合は
この限りではありません。

③ 委託契約の締結に当たっては、中核機関から提示する再委託契約書に合意で
きること。

※ 研究機関とは、以下の３つの条件を満たす機関をいいます。
① 研究開発を行うための研究体制、研究員、設備等を有すること。
② 研究開発を行うための経営基盤を有し、資金、設備等について管理能力を有
すること。

③ 知的財産等に係る事務管理等を行う能力・体制を有すること。

（２）応募方法
応募者は、応募要領に従い提案書を作成し、平成２２年２月１９日（金）１７時

〔必着〕までに以下のア又はイの方法にてご提出下さい。
ＦＡＸ及び電子メールによる提出は受け付けません。また、書類は返却いたしま

せん。

ア 府省共通研究開発管理システム（以下「 」という ）を利用した電子申請e-Rad 。
イ 郵送又は持参による申請。詳細については応募要領をご覧ください。

なお、 を利用した応募を行う場合、応募者におかれては、あらかじめ研究機e-Rad
関及び研究者情報の登録手続きが必要です。 を利用した電子申請の詳細につe-Rad
いては、応募要領の別紙２をご覧下さい。

※ 応募要領、提案書及び委託契約書（案）は、以下のとおり。
・ 応募要領 【 】PDF
・ 提案書（様式） 【一太郎】【 【PDF MS-WORD】 】
・ 委託契約書（案） 【 】PDF

なお 郵送により上記資料の送付を希望される方は 返信用封筒 宛名に切手 ２、 、 （ （
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００円分）を貼付）を、５の問い合わせ先まで送付して下さい。

３ 説明会の開催
当該提案公募に係る内容、契約に係る手続き、提案書類等について説明するため、以

下のとおり説明会を開催します。説明会への出席は、義務ではありません。ご希望の
方は、研究機関ごとに別紙の参加申込書に記入の上、１月１５日（金）までに にFAX
てお申し込み下さい（会場の都合により、１研究機関当たりの参加者数を制限させて
いただく場合があります 。。）
・日 時：平成２２年１月１８日（月）１５：１０～１６：２５

116・場 所：農林水産省本館１階共用会議室第２号 ドア№

４ 今後のスケジュール
○公募開始（公示）－－－－１月８日
○公募説明会－－－－－－－１月１８日
○応募の締め切り－－－－－２月１９日１７：００
○委託先の決定－－－－－－３月上旬～中旬
○委託契約の締結－－－－－４月 日以降1

５ 提案書の提出先及び問い合わせ先
本件に関する問い合わせは、応募要領の公表後から応募の締め切りまでの間、下記

において受け付けます。なお、審査の経過、他の提案者に関する事項、審査に当たり
特定の者にのみ有利となる事項等についてはお答えできません。また、これ以外の問
い合わせについては、質問者が特定される情報等は伏せた上で、その質問及び回答内
容を全て農林水産省農林水産技術会議事務局のホームページにて広く周知させていた
だきますのでご了承下さい。

記

農林水産省農林水産技術会議事務局研究開発官（食の安全、基礎・基盤）室
担当者：大塚、財津
ＴＥＬ：０３‐３５０２‐７４３５
ＦＡＸ：０３‐３５９３‐７２２７

以上公示します。
平成２２年１月８日

支出負担行為担当官
農林水産技術会議事務局長

佐 々 木 昭 博
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（別紙）

委託プロジェクト研究の公募説明会 参加申込書

農林水産省 農林水産技術会議事務局
研究開発官（食の安全、基礎・基盤）室 大塚、財津 宛

（ ：０３－３５９３－７２２７）fax

平成 年 月 日

該当委託プロジェクト研究名：アグリ・ヘルス実用化研究促進プロジェクト

研究機関等の名称：

参加希望人数： 人

所属・役職：

氏 名：

所在地：

tel fax連絡先：

：e-mail

その他：

注 「所属・役職」欄以降の記載に当たっては、当該説明会参加を希望する者のうち、）
連絡窓口となる１名について記載して下さい。


